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必要な免疫を残し、有害な免疫だけを狙い撃つ新治療法 

～動物実験で有効性を実証 日大歯学部など～ 

 

【研究成果のポイント】 

自己免疫や移植拒絶反応など有害な免疫応答のみを抑制する治療法を開発し、動物モデ

ルでその有効性を実証しました。この成果は３月２４日（現地時間）に、非営利出版団体

PLoS の旗艦誌として定評のある科学誌 PLoS Biology 誌に掲載されます。副作用の少ない

自己免疫疾患の新規治療法や臓器移植での新規拒絶反応抑制法の開発につながるものと期

待されます。 

 

【研究成果の概要】 

人の体は外敵から身を守る「免疫システム」を備えていますが、自己免疫といって免疫

が自分自身の体を攻撃したり、移植した臓器を異物とみなして攻撃したりすることがあり

ます。こうした有害な免疫応答を抑制する薬剤が開発されていますが、ウイルスや細菌と

戦うための必要な免疫の働きも同時に弱めてしまうという課題がありました。 
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日本大学歯学部の龍旺研究員、浅野正岳教授（故人）、鍔田武志客員教授らの研究グル

ープは東京科学大学、東京理科大学、藤田医科大学、慶應義塾大学、理化学研究所との共

同研究により、自己免疫や移植拒絶反応など有害な免疫応答だけを抑制する新しい治療法

を開発し、動物モデルでその有用性を実証しました。 

今回の新しい免疫制御のスキームは、副作用の少ない治療法や、移植医療の安全性向上

等に役立つものと期待されており、研究チームではさらに研究を進める方針です。 

 

【発表内容】 

B 細胞は抗体産生に関わるリンパ球ですが、一部の B 細胞は免疫応答を抑制する物質を

産生することで免疫応答を抑制することが知られており、このような B 細胞は制御性 B 細

胞と呼ばれています。様々な自己免疫疾患で制御性 B 細胞の異常が示され、また、移植の

際の臓器の定着に制御性 B 細胞が関わることが示されています。これまで、制御性 B 細胞

を増幅する刺激がいくつか知られていましたが、いずれも炎症を増悪させるもので、治療

に使用することが困難でした。今回、B 細胞の表面に存在する CD22 と呼ばれる分子への抗

体の中で特殊な活性を持った抗体が制御性 B細胞を増幅することを明らかにしました。さ

らに、この抗体を自己免疫機序によって発症する糖尿病（１型糖尿病）のモデル動物に投

与すると糖尿病の発症が抑制され、皮膚移植の動物モデルに投与すると、移植に用いられ

ている免疫抑制剤シクロポリンと同程度に移植片拒絶を抑制することが明らかになりまし

た。一方、異物を投与した場合の免疫応答は抑制しないことから、この治療法が自己免疫

や移植免疫といった有害な免疫応答のみを抑制することが明らかになりました。 
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【論文情報】 

Disrupting CD22-cis-ligand interactions ameliorates type 1 diabetes and graft 

rejection by expanding regulatory B cells. PLoS Biology 誌 24(3): e3003681 

doi: 10.1371/journal.pbio.3003681  

リンク：

https://journals.plos.org/plosbiology/article?id=10.1371/journal.pbio.3003681 
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